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【論文内容の要旨】 
 本論文は、Preface と References を除いて、２つの章からなり、各章は３つの節から構成されている。分量は、












あまり論じていない。そこで第１節では、申請者は、Stephen Kosslyn と Nelson Goodman の議論を用いて、想像






矛盾が生じることが示され、(P)を否定することになる。次に、二元論と衝突する Donald Davidson の非法則的一
元論と John Searle の生物学的自然主義を検討して退ける。最後に心的因果に関する二つの立場、David Chalmers












る。本論文は、表象機能を二種類にわける独自の分析（a picture theory of imagination）を行い、この分析を
















における有力な議論である Davidson の非法則的一元論についてはもっと詳細な吟味が求められるところである。 
 ただし、これらの点は本論文の独自の意義を損なうものではなく、本論文を博士（文学）の学位にふさわしい
ものと認定する。 
 
